
⇒

⇒思考・判断・表現

＜学習上の課題＞
特に算数科において図形やデータの活用のように思考や
表現が伴う問題に課題がみられる。
＜指導上の課題＞
児童自ら課題や問いをみつける指導が徹底できていない。

知識・技能

＜学習上の課題＞
国語科では言葉の特徴や使い方に関する事項と読むこと
に関する事項について、算数科では数と計算分野について
課題がみられる。
＜指導上の課題＞
学習内容について課題の把握と振り返りの時間の確保が
徹底できていない。

学力向上策【実施時期・頻度】学習上・指導上の課題
①

今年度の課題と学力向上策

児童や学級の課題に応じて「ドリルパーク」等のICTを活用した教
材やミニテスト等の反復演習に取り組む。【週1回程度のペースで
実施】
日常の学習の中で５分以内の短時間の習熟や振り返りの時間を確
保し、既習事項の定着を図る。【毎時間設定】

「個別最適な学び」「協働的な学び」を基にした「真の学力」の育成を目指し、全教
職員が取り組む。特に活動の中でICT（クラウド）環境を活用した共同編集等の
協働的な学びを取り入れ、自らの考えを他者と比較・検討しながら、進んで考え
表現できるようにする。さいたま市学習状況調査「学習した内容について、分
かった点や、よく分からなかった点を見直し、次の学習につなげることができて
いますか」の質問項目において、肯定的な回答の割合が９０％以上を目指す。【通
年・１日１時間以上】

思考・判断・表現

③

知識・技能

評価（※） 学力向上策【実施時期・頻度】

中間期見直し中間期報告

学力向上策の実施状況

知識・技能

思考・判断・表現

さいたま市学習状況調査結果について（分析・考察）④

思考・判断・表現

知識・技能

評価（※） 学力向上策の実施状況⑤ ② 全国学力・学習状況調査結果について（分析・考察）

知識・技能

思考・判断・表現

⑥ 次年度への課題と学力向上策

思考・判断・表現

知識・技能

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）

令和７年度版「学力向上ポートフォリオ（学校版）」【沼影小学校】

※評価 Ａ ８割以上（達成） Ｂ ６割以上（おおむね達成） Ｃ ６割未満（あと一歩）


